

誤った機器の設置を行った場合のを害 • 損害の程度を、次のよラに区分しています。 

いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず巧ってください。 

|A 警告 1 

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者び、またはその作業後の不具合によって使用者 
び死亡、重傷を負う可能性、または乂災の可能性び想定される内容を示しています。 

A ま意 

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者び、またはその作業後の不具合によって使用者 
び傷害を負ラ可能性や物的損害のみの発生び想定される内容を示しています。 

1 お願い 1 

使用者び安全に快適に使用していただくために理解していたださたい内容です。 


Q 禁止 〇 必ず守る 分解禁止 


^設置される方へ にのに事説明書」を設置前に必ずお読みくださし、。）- 

• 周囲の壁び不燃材料け外で、トッププレートに貼付の防火性能評定シールに記載されている離 
隔距離を確保でさない場合は、絶対に設置しないでください。 

どうしても設置しなければならない場合は、必ず別売の防熱板を取り付けてください。 

防熱板を取り付けなかった場合、火災のおそれびあります。 

※仕上げの構造び確認でさない場合は、必ず防熱板を取り付けてください。 

•下記に応じて設置を行って<ださい。 

(1) ビルトインコン□のみを単体で設置する場合嗦6ページ 

(2) ビルトイン形ガスオーブンとセツトで設置する場合嗦]]ページ 


A 警告 


〇 機器を安をにご使用いただくため、この工事説明書をよく読 
. んでから、有資格者による指定された設置を行う。 

〇 建築基準ま、当該地区の市•町-巧の条例、消防法、ガス事 
業法、液化石油ガス法、「ガス機器の設置昼準および実務指 
必ず守る 針」（日本ガス機器検査協会刊)に従う。 

トッププレートのガラス裏面には、絶対にキズをつけない。 

ガラス強度び著しく低下し、破損しやすくなります。 

また乂災-損傷事故の原因になります。 

機器の上には絶対にの5ない。 

ごとくの変形やトッププレートのガラス破損につなびり、 
異常過熱や乂災の原因になります。 


0 

禁止 

0 

禁止 


,~~^ ^設置で必要なところ政がは絶対に改造•分解は巧わない。 

医き每盛 aiggi g 譜それびあります。また、乂勉 誦励 



お願い 


I 乾電池を巧かずに点乂 /消火ボタンを原义の状態 I で放置しないでください。 

I 乾電池を使用しているガス機器を大型ゴ S などで廃棄される場合は、必ず乾電池を取り 
外してください。 

そのままにしておきますと思わめ事並1こなることびあります。 


’この工事説明書の記載内容から外れた設置び原因で生じた故障および損傷は、保証期間内であってち保 
証の対象とならないのでミ主意して < ださい。 

’設置び終わった日、この工事説明書に基づいて設置されていることを確認してください。 

’設置終了後、保証書（取扱説明書に記載）に必要事項を記入してください。 

’取扱説明書（保証書付）は設置終了後、必ずお客さまにミ度してください。 

’取扱説明書に従って、お客さまに機器の操作方法など、取り扱い説明をしてください。 


111111111111111111111111 

59226800 
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開こん 


田同こん部品-付属品の確認 

次の部品び同こんされています。不足のないことを確認してください。 



※レンジフード連動機能を使巧する場合は、別売の「フード連動用リモコン」を取り付けてください。 
(同こんのサイドモールは使巧しません。） 


別売部品 


pP 加 る 

お 状 

個数 

フード連動用リモコン 
発光部（左） 

操作部（ち） 

|| 

発光部操作部 

各] 
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各部のなまス 


C 2 WJ 7 RJTR タイプ 


※機器単体設置用ガス接続 □ 
標準コン □ 
標準コン□巧溫度センサー 
ごと< 


トッププレート 
(ガラス面） 

义力調節つまみ 


標準コン□用 
点义/消义ボタン 


コン □操作部 


グ U ルとび5取っ手 
グ U ル焼網 
グ U ル受け皿 



グ U ルが気□カバー 
グ U ルが気 □ 

ガスオーブン設置用 
ガス接続 □ 《 

ごと< 

高义カコン□用 
温度センサー 

高义カ コン □ 

レンジフード連動用ィ\-ネス 
(左ち側板か5出ていまず） 

電池ケース(左側面銘板付） 

高义カコン□用点义/消义ボタン 
電池交換サイン 
グ U ル用点义/消'义ボタン 
グ U ル操作部 


■その他のタイプについては、高乂カ コン □ •標準 コン □の位置などび異なりますので、詳しくは取扱説 
明書の r さ部のなまえ」を参照してください。 

※ガス接続口の位置を示す。（透視図） 
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設置前の注意 


田 設置する機器の確認 

◎設置する機器び、ご使用になる目的、用途に適合していることを確認してください。 


A ま意 


〇 

必ず守る 

〇 

必ず守る 

〇 

おず守る 


銘板（電池ケース左側面に貼付）に表示してあるガスに適合して 
いることを確認ずる。 

'人'が、不完を燃焼、爆発点'人'のおそれや、機器び故障する原巧 

にわなりまず。 

ガス種の異なる地域へ転居した場合は、部品交換や調藝びが要 
のためを意する。 

爆発や不完を燃焼の原巧になりまず。 

この機器は調理 LU がの用途には使用できないため、用途を確認 
し、設置ずる。 

'人'が-不完牟燃焼 • 機器の故障の原因になります。 



田 設置場所の確認 

◎設置場所をおミ夫めになるとさは、次の事項をよく確認してからミ夫めてください。 


A ま意 


〇 設置ずるガス機器および同一室内に設置してある他のガス機器のガス消費量に巧し、十分な換気設備が 
ある場所に設置する。 

おず守る他のガス機器と同時に使届した場を、不完を燃焼による一酸化炭素中雷のおそれびありまず。 


〇 

必ず守る 

〇 

必ず守る 

〇 

必ず守る 

0 

禁止 

〇 

必ず守る 

0 

禁止 

0 

禁止 

〇 

必ず守る 


設置場所をミ夫めるときは、お客さまとよく相談し、安全な場所で、周囲にを険物•可燃物などがなく、 
义災のを険がない場所に設置する。 

か平で丈夫な場所に設置ずる。 

保守メンテナンススぺースび確保されていることを確認ずる。 

設置を、トラブルの原丙になった-り、点が•修巧にず障をホた-します。 

引义性のを険物（ガソリン•灯油•ベンジン•接着剤など）や、業務用藥品（アンモニア、硫黄、塩素、 
エチレン化合物、酸類などの腐食性薬品）を周囲で保管したり、取り扱う場所には設置しない。 

ガス機器は、ガスエ作物、電気工作物などの他の設備に悪影響を与えない位置に設置ずる。 

棚の下など落下物のを険がある場所や樹脂製の照明器具、ガス湯沸器の下には設置しない。 

火災のおそれや思いびけない事故の原因になります。 


正甫な 
空気の流れ 


(仕切お設置例） 



この機器は家庭用のため、業務用として使用する場 
所に設置すると著しく機器の寿命占巧豆< なります。 

コン□下部キャビネット裏側は、外部か5風 
などの影響を受けない構造にずる。 

-ち図のよラにガス配管貫通部など建物構造上内 
気と外気びつなびり、図1のよラな異常な空気 
の流れび起こるのでキャビネットに背板をちラ 
けるか、図2のようにベニヤ板など（仕切板）に 
より機器のを方をふさいでください。 

コン□のがびゆらいだり、'消えたり男苗燃焼 

や機器焼損のおそれびあります。 

※別売の仕切板セット （□ P 0723、 DP 0724) を用意しています。仕切板セットのお巧めは、お買い 上 
げの販売店または、ちよりの脾社（サービス網一覧表）に連絡してください。 


図1 


図2 


I 上記のほか設置場所について、巧のことを守ってください。 

-を暖房装置の吹き出し口近くや、強い風び吹き込む場所に設置しない。 
-奥行さ己 00 mm じ(上のワークトップに設置する。 
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機器の設置 


田防乂上の離隔距離 

◎機器を設置する周囲の壁などび、防义上ま全 
な場所かまたは、防义上有効な間隔を確保す 
ることびでさる場所に設置してください。 
◎この機器は防义性能評定品です。 


「 A 迂意 


〇 周囲の障害物、可燃物との離隔距離が確保 
されていることを5き認する。 

必ず守る 、人'がの おそれびありまず。 


※機器の周囲の可燃物（可燃材料、難燃材料または、準不燃材による仕上げをした建物の部分ち含む) 
とは、下表に基づさ下図の離隔距離を確保して<ださい。 


1 已 cmL 义± 

1 BcmULh 

1 の） 

脚. 1 

1 口 

口 A 巧 n 



レンジフード 


_当 


- グ U スフィルター 

金属政外の 
\不燃材料 
.一 OmmULt ) 


1已 cm 
し : Lb 


已 cm じしヒ 
の）. 


ロン n ) 

糖 

‘， IrA い 

r y 







防义性能評定 シール 
( トッププレートに貼付） 

） 内は、周囲の壁び不燃材料で有効に仕上げた部分 
ちしくは、防熱板を取り付けたとさの寸法です。 


《1レンジフードファンじ I 外の場合は 80 cm じ(上。 
《2不燃材料びない場合は SOcmJiLh 。 


◎上記離隔距離びとれない場合や、仕上げの構造びわからない場合は、必ず防熱板による防火 
措置を行ってください。 （下記参照） 


A ミち意 


〇 

必ず守る 


防熱板（別売品）は、必ず指定のものを使用ずる。 

防熱板に同こんされている「取付説明書」に従って正しく取り付ける。 
防熱板を取りがけないと、火災のおそれびあります。 


• 防熱板は4種類用意しています。 

•用途に適した防熱板を選んでいたださ、正しく取り付けてください。 
※取り付けち剤ま別売の防熱板に同こんされている r 取付説明書」をご覧ください。 


コード番号 

局さ ( mm ) 

幅 ( mm ) 

① 

DP 0128 

590 

己35 

感 

LP 0130 

590 

600 

感 

DP 012 白 

5已〇 

900 


DP 0101 

90 

600 


※□ド〇!日 1 はワークトップ後部の立ち上びり用 



@バックガード 




/ワークトップの^ 
後部に立ち上が 
Vo がおる場合ノ 

※イラストはイ x —ジ図です。 


防熱板のお求めは、お買い上げの販売店または、ちよりの 
弊社（別紙サービス網一覧表）に連絡してください。 


機器の周囲が可燃物の場合 


レンジフードおよび 不燃 材の場含 


ガス機器防乂性能評定品 


可燃物からの離隔距離 ( cm ) 


上ち 


側ち 


前方 後ち 


8日が上 


1已总上15しソ上 


己しソ上 


上方びレンジフードファンおよび不燃材の場合 
グ I 」スフィルター 

I - 1— / -f l _金属勒州の不燃材 



財団法人曰本ガス機器検査協会 


日00幅全□センサー仕様 


: S 

'す 

i 


fi 


TmJUO 班 


可燃物 


一已- 

























































































































標準コン □/ \高火力〕ンロ 

温度センサー 

L0 

電池交換サイン 




59《37> 



(左ちに有り） 


30-45 



穴あけ寸法は A+ 日9び標準です。ただし、設置フリータイプですのでワークトップ 
穴あけ寸法は A+ 日9、 （A+4 日） A+37 のどちらでも設置できます。 


田機器の取り付け 

◎ビルトインコン□単体で設置ずる場を 


[標準設置図-機器寸法図] 


オーブン接続 □ 



※図は C2W」7R」TR タイプです。 

※その他のタイプについてち、バーナーの左ち位置は異なりま 
ずが、設置寸法は同じです。 

〉〉巧の寸法は A+37 設置寸法でず。 



A+ 己9設置状態 


A+37 設置状態 


ワークトップ前面 / 


か 

LO 

< 


'30-45 


〈単ィ11: mm〉 




4-R10 〜30 


A +37巧あけ寸法 


標準 ( A + 已 9) 巧あけ寸法 


田ワークトップおよびキャビネットについて 
◎ワークトップ材は熱硬化性樹脂化粧板 (JIS K 巨 903) または同等] U 上の材料としてください。 

•ワークトップの表面びニス弓Iさのちのは変色しますので使用しないでください。 

◎機器を組み込むために、下図の寸法巧に加工してください。 

•巧あけ寸法は、公差内になるよラに加工してください。公差外になると取り付けびでさなくなります。 


A ま意 


0 

禁止 


4己 mm を超える厚いワークトップには設置しない。 

ワーク h ップの過度び上びり避握のおそれびあります。 


内-的 

0 


T 含這 


L 运々 


间程璧 f 兵‘.皆 I 


T 含 09 


b 等 


陌拉皆 f _ l 言ごぶ 


J 
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[機器本体の取り付け] 


作業 手 順 説明 図 


1 . 機器側ガス接続□の接続ふたの取り外し 

〈配管接続が下側の場合〉 

①接続ふたの取り外し 

•機器底部左側のガス接続口に取り付けてあるガス接続口ふ 
た（ネジ3本）と0 U ングを取り外してください。 


取り外した部品は不要でず。 



2. 前面パネル包装材の取りがし 

•前楼パットを手前に引さ巧いてください。 



お願い 

^■の他のテー 
t め込みび終 
t びずトグ1」 


•う 

lE 

(r 

プ、グ U ルとび日カバーは、機器本体の 
わるまで、はびさないでください。 

ル户けらが開いてキズをつけたり、レンジ 

フード律動用ノ \ーネスにキズをつける場合があります。 



3. 機器本体のはめ込み 


• 機器中央部の設置用取っ手を持ち、機器本体をキャビネッ 
卜にはめ込んでください。 

※絶対にガス配管やバーナーなどを持たないでください。 

ガス漏れや異常燃焼の原因になります。 

※はめ込み時はパネルなどをキズつけないよラにを意して 
くださし、。 

※機器本体側板（左）（ち）に取り付けているレンジフード連 
動用八ーネスび損傷しないよラに、ゆっくりとはめ込ん 
でください。 

※機器周囲に取り付けてあるシールパッキンを取り外さな 
いでください。 


設置用取っ手 



'機器内のガス配管、バーナー'! 
.などは持たないでください 。 J 


A ま意 


〇 

必ず守る 


機器を設置したあと、設置用取っ手を手前に倒ず。 

ッププレートのガラスび劃むるを陵びあります。 



お願い 

前面パネルに 
わ込みび終 t 
ホがずレ：^ 


• 1 

i 

1 

:貼り付けてあるテープは、機器本体のは 
) るまで、はびさないでください。 

巧つー ド律動田八 ー ネスにキズをつける 

場ろがあります。 


4.グリル内包装材①取りがし 

• 2で取り外した残りの包装材を取り外し、グ U ルとび日を 
引き出し、焼網パット•チラシ-ポ U シートを取り外して 
ください。 
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作業 手 順 説明 図 


己.サイドモール(または、フード連動用リモコン)①取り付け 

•サイドモール（または、フード連動用 U モコン）は、 
(左）（ち）びありますので、ち図のとおり取り付けて 
<ださい。 

〈レンジフード連動しない場合（図1)〉 

• サイドモールの裏面にあるコネクター収納部にコネ 
クターを挿入し、ガイド部に八ーネスを挿入して、 
パネル両サイドの凸部（切り込み）にまっすぐに差し 
込み、奥にあたるまで差し込んでください。 

〈レンジフード連動する場合（図2)〉 

•別売のフード連動用 U モコン（左）（ち）に、それぞれ 
八ーネスを取り付け、パネル両サイドの凸部（切り込 
み）にまっすぐに差し込み、奥にあたるまで押し込ん 
でください。 



※八ーネスを接続するとき、コネクターカバー（透明シート） 
び外れないよラにを意してください。外れたり、巧り巧げ 
た場合はコネクターカバーを元通りになるよラ手直しして 
ください。 


A ミち意 


0 コネクターカバー (透明シート）は、絶対にはがし 
て取り除かない。 

禁止ほこりや蓋をなど巧浸んし、故障の原因となります。 



6.コン□機器本体の固定 


• 機器本体の位置決めは、機器本体側面の本体固定ネジ (4 本) 
でワークトップに固定してください。 

-機器前面とキャビネット前面とのおさまり具合を確認し 
なびら位置まめを行ってください。 


本体固定ネジ 
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括 B 品の取り付け] 


作業 手 順 説明 図 


1 . トッププレートの取り付け 

① 機器本体後部に止めてあるトッププレート固定用ネジに本) 
を外してください。 

(このネジは③で使用します。） 

② トッププレートを水平に保ちなび日機器本体にかぶせます。 
バーナー U ングと バーナーを 合わせなび日トッププレート 
を 取り付けてください。トッププレート裏面突起部びトッ 
ププレート固定バネに確実に固定するよラに、トッププレ 
ート手前部を押さえてください。 

《トッププレートを取り付ける前に、機器本体周囲のシール 
ノ（ッキンび外れていないか確認してください。 

③①で外したトッププレート固定用ネジでトッププレートを機 
器本体後部で固定してください。 


ネジをゆるめたり、締めつける際には手動ドライバーを使 
用してください。 

電動ドライバーではネジび利かな<なります。 

あ願い 

• トッププ 
とを確認 
• トッププ 
キンび外3 


ノー トの取り付けは確実に行い、浮さびないこ 
J てください。 

ノート枠下部周囲に取り付けてあるシールパッ 
1たりしていないか確認してください。 


トッププレート固定用ネジ 



※イラストはイメージでず。 


トッププレート枠 


ガラス 

シールパッ キン 


トッププレート取り付け後必ず確認してください 


A 注意 


〇トッププレート取り付け後、パ’ーナーリングの r 浮き」がないことを必ず確認する。 

為る 「ミ罕ホIがある煮こぼれび機器の部に浸入し、故障の原巧になります。 

A トッププレート取り付け後、パ’ーナー用パッキンがはみ出ていないことを必ず確認ずる。 

ぉ斋る はみ出ている户、ノ（ーナーのがによりノ（ーナー苗パ、ソキンに單苗を防こずおそれびあります。 




★バーナーリングの「浮さ」びないよラに、バーナーリング 
の全周を両手で押さえ、バーナーとの段差をなくす。 
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2.バーナーキャップ•バーナーリングカバー"ごとく* * 
グリル排気□カバーの取り付け 

■バーナーキャップ-バーナー U ングカバー取り付け後、ごと 
く-グ U ル排気ロカバーを正しく取り付けてください。 

◎バーナーキャップの取り付けかた 

• 図のよラにバーナーキャップのの部び、点乂プラグの真上 
にくるよラに合わせ、取り付けてください。 

(点火プラグに衝撃をあたえないよラにしてください。） 

※高火カコン□用は、ノ（ーナーキヤップに 『 H 』 マークを表示 
しています。 



バーナーキャップ 


「 H 」 マー ク 
m 部 

点义プラグにさわす 

点义フラグー^^ 

※高义カコン□用バーナーキャップには 「 H 」 マークびあ D まず。 


A 注意 


^ パーナーキャップを正しく取り付ける。 

%§ バーナーキャップを f しく取りがけなかった-場合、 
必ず前 点火しなかった-りがび不巧一になり、覃苗燃焼や部 
品び越握ずるおそれびあります。 


◎バーナーリングカバーの 取り付け かた 

• ノ（ーナー U ングカノ（一の▽マークを手前にし、欠さ部前後 
2ヶ所をパーナ ー U ングの凹部前後2ヶ所に入れて、正し 
<取り付けて < ださい。 

◎ごとくの取り付けかた 

• ごとくは内側の凸部2ヶ所を、バーナー U ングカバーの欠 
き部前後2ヶ所に入れて、正しく取り付けてください。 
※バーナーリングは、トッププレートに固定されています。 

◎グリル排気□カバーの取り付けかた 

•グ U j レ排気ロカノ（一をグ U j レ排気口の枠に合わせて取り付 
けてください。 



凹部 


イラストは、 C2WJ7RJTR タイプです。 


自然放電の 


3.乾電池の取り付け 

アルカ U 乾電池（単1形： ] .已 V )を2個使用します。 

• 乾電池の寿命は、およそ1年びめやすです。 

(付属の乾電ミ也は工場出荷時に納められたちので、 

ため、寿命び短くなっている場合びあります。） 

の [電池ケースを引さ出す] 

•電池ケースの下部に指を引っかけて、引さ出す。 

※電池ケースを引さ出すとさは、ゆっくり引さ出してください。 

強く引さ出しますと、破損の原因になります。 

※電池ケースは落下防止のため、途中で止まる仕様になっています。 

② [乾電池を取り付ける] 

■アルカ U 乾電池(単1お： 2個)の史台を確かめ、電池ケースに組み込む。 


① 



引を出す 


電池ケース下部 


② 


A ミち意 


^乾電池の货©方向は間違えない。 

心 点火でさなくなります。 


禁止 



③ [電池ケースを元に戻す] 

• 電池ケースを奥まで押し込む。 


③ 


お願い 


I 電池ケースに水や異物び入った場合は、ふさ取ってさ 
れいにしてください。 

電迪機能丕をの原因となります。 



押す 
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◎ビルトインコン□とビルトインおガスオーフンをセットで設置する場合 
•オーブンのタイプは、ワークトップ巧あけ寸法に関係なく、 A+37 仕様(Vタイプ）になります。 
オーブンの仕様を確認のうえ設置してください。詳しくはオーブン側の「工事説明書」を参照してください。 

[標準設置図-機器寸法図] 


220 


オーブン接続 □ 


※図は C2WJ7RJTR タイプです。 

※その他のタイプについてち、バーナーの左ち位置は異な 
りますび、設置寸法は同じです。 

义 i 》内の寸法は A+37 設置時（コン□部）の寸法です。 
※オーブン設置寸法は、オーブン側の「工事説明書」を参照 
してください。 


く単位： mm> 
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業 


手 
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説 


明 


図 


4.サイドカバーの取り付け 

•サイドカバーはグ U ル庫内の左ちのフックに引っかけ 
て固定してください。この際、切り抜さ部を先に奥の 
フックに差し込み、次に穴部を手前のフックに引っか 
けて < ださい。 

•サイドカバーは、（左）（ち）びありますので、ち図のと 
おりに取り付けてください。 





[正面か6見た図] 




[セツトされた状態〕 


(0 の 9) 

(0 接) 
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[取り付け前の準備] 


作業 手 順 説明 図 


1 . ビルトインおガスオーブンび設置されていることを確認ずる 


2.排気□ちり受け、グリル排気筒の取りがし 

•排気□ちり受け（ネジ]本)、グ U ル排気筒（ネジ2本) 
を取り外してください。 


取り外したグリルが気筒-グリルが気筒取付ネジはガス接 
続後、再度使用しまず。排気□ちり受けは不要でず。 


※イラストはわかりやすくするために、透視図にしています。 



3.仕切板(左） • （ち）①取り外し 

• 仕切板（左）（ネジ2本）-仕切板（ち）（ネジ2本）を取 
り外してください。 


取りがした仕切板（ち） • 仕切板（ち）取付ネジはガス接続 
後、再度使用します。 

仕切板（左） • 仕切板（左）取付ネジはオーブンが気筒のお 
状によって再度使用する場合があります。 （1 4ぺージ参照) 


※イラストはわかりやすくするために、透視図にしています。 




閉塞をの取りがし 

• 閉塞栓巧え板（ネジ1本）を取り外してください。 

• 閉塞栓を後ちへ引き抜いてください。 

取りがした閉塞栓、閉塞栓巧え板、取付ネジは不要です。 

※イラストはわかりやすくするために、透視図にしています。 



己.前面ノ くネル包装材の取りかし 

•前桂パットを手前に引さ抜いてください。 


「お願い 


■その他のテープ、グ I 」ルとび日カバーは、機器本体の 
はめ込みび終わるまで、はびさないでください。 

はげず户グ I 」ル户びらが開いてキズをつけた-り、レンジ 

つー ド律動用ノネスにちズをつける場合びあります。 



6. ビルトインおガスオーブンの作業 


• この作業はビルトイン形ガスオーブン側 
に付属されている r 工事説明書」を参照 
して行ってください。 
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[ビルトインコン□とビルトイン形ガスオーブンの組み合わせ作業] 


作業 手 

1 . コン□機器本体のはめ込み 


順_説 明 図 

設置用取っ手 


• 機器中央部の設置用取っ手を持ち、機器本体をキャビネッ 
卜にはめ込んでください。 

※絶対にガス配管やバーナーなどを持たないでください。 

ガス漏れや異常燃焼の原因になります。 

※はめ込み時はパネルなどをキズつけないよラにを意して 
ください。 

※機器本体側板(左）（ち）に取り付けているレンジフード連動巧八 
ーネスび損傷しないよラに、ゆっくりとはめ込んでください。 
※機器周囲に取り付けてあるシールパッキンを取り外さな 
いでください。 



コン□をはめ込む前に、才ーブン側のコン □ 接続用フレキ 
管をち図のようなお状-寸法に巧げてください。 


機器内のガス配管、バーナーなど 
は持たないでください。 


I - A ま意 


〇 

必ず守る 


機器を設置したあと、設置用取っ手を手前に倒す。 

トッププレートのガラスび割れる危隨があります。 


あ願い 

•前面パネ几 
め込みび終 
はびすとレ 


/に貼り付けてあるテープは、機器本体のは 
わるまで、はびさないでください。 

ンジフード律動田八ーネスにキズをつける場 

合がありまず。 


2.グリル内包装材①取りかし 

• 12ページ（日.前面ノ（ネル包装材の取り外し）で取り 
外した残りの包装材を取り外し、グ U ルとびらを引 
さ出し、焼網パット-チラシ-ポ U シートを取り外 
してください。 


3.サイドモール(または、フード連動用リモコン)①取り付け 

■フード連動用 I 」モコン（左）（ち）に八ーネスを取り付け、パ 
ネル両サイドの凸部（切り込み）にまっすぐに差し込み、奥 
にあたるまで巧し込んでください。 

詳しくは、8ページ（日.サイドモール（または、フード連 
動用リモコン）の取り付け）を参照してください。 


4. コン□機器本体の固定 

• 機器本体の位置みめは、機器本体側面の本体固定ネジ (4 本) 
でワークトップに固定してください。 

-機器前面とオーブン前面とのおさまり具合を確認しなび 
ら位置決めを行つてください。 


5.才ーブンとコン□のガス接続 

•オーブン側に組み付けてあるコン□接続巧フレキ管をコン 
□側の接続口と接続してください。 



本体固定ネジ 



接続の方法は、]已ページ（ビルトインコ 
ン□とビルトインあガスオーブンとの接続 
方法）を参照してください。 
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作業 手 順 説明 図 


6. 才ーブン排気筒けーブン側の付属部品）①取り付け 

• オーブン排気筒上部のツバ部（巧）をコン□側突起部に差し 
込みなび日、オーブン後側の排気出口に確実に差し込んで 
ください。 

※イラストはわかりやすくするために、透視図にしています。 


• オーブンの種類によって、オーブン排気筒のお状び異な 
ります。 

オーブン排気筒によって、仕切板（左）の必要性び変わり 
ますので、ミち意して<ださい。 


丘]ふくらみなし 


回両側ふくらみ 团片側ふくらみ 





仕切板(ち）：必要 
仕切板(左）：必要 

切断ラインで切断 


仕切板(ち）：必要 
仕切板(左）：不要 


7. 仕切板(ち)、仕切板(左）①取り付け 

① 才ーブン排気筒形状び上記口（ふくらみないの場合 
•仕切板（左）を切断ラインに沿って、ニッパーで切り取り、 

元通りに仕切板（左） • 仕切板（左）取付ネジを取り付けてく 
ださい。 

切り取った仕切板は不要です。 

•元通りに、仕切板（ち） • 仕切板（ち）取付ネジを取り付けて 
ください。 

② オーブン排気筒形状び上記回（両側ふく日み)、回（片側ふく 
らみ）の場合 




■元通りに、仕切板（ち） • 仕切板（ち）取付ネジを取り付けて 
くださし、。 

仕切板（左）は不要です。 


※イラストはわかりやすくするために、透視図にしています。 


② 



. 仕切板(ち)取付ネジ 
仕切板(ち） 


8.グリル排気筒の取り付け 

■元通りにグ U ル排気筒（ネジ2本）を取り付けてください。 

※イラストはわかりやすくするために、透視図にしています。 



店 B 品の取り付け] 


作業 手 順 

説明 図 

1 . トッププレート•パ‘ーナーリングカバー•パ‘ーナーキ 
ャップ•ごとく -グリル排気□カバー-乾電池•サイ 
ドカバーの取り付け 

取り付け方法は、9〜]]ページ （ [部品の 
取り付け])の項を参照してください。 
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ガス接続-ガス配管工事 


田ガス接続 

◎ビルトインコン□とビルトイン形ガスオーブンとの接続ち法（コン □ 接続用フレキ管） 


A 注意 


〇 コン□接続用フレキ管に0リングがついていることを必ず確認する。 

※万一、なくなった場合ゃキズついた場合は、オーブン側に予備用として 0 U ングび入っていますので使 

m I . ア/ドホ I 、 


用してください。 

※コン□部の取り替え時は、 0 U ングを新しいちのに取り替えてください。 

0リングは複数個入れない。 


あず守る 

0 

禁止 

(\)コン□接続用フレキ管は斜めに挿入しない。 

^※斜めに挿入すると 0 U ングびキズついたり、かみ込んだりしますので、必ず平行に挿入してください。 

A 固定金具のスリット穴の中に接続継手とコン□接続用フレキ管ナットのツバ部が入っていることを必ず確 

必ずぉ） 誌、ずる。 


コン□接続用フレキ管のナツトは一定量圧縮ずるとそれ於上回5なくなるので、無理に回さない。 


0 

禁止 

コン□接続用フレキ管は、ねじったり、繰り返し巧げたり、衝撃を与えたりしない。 

^ ガス漏れの原巧になります。 









作 
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手 

順 

説 

明 

図 


I 接続部の構造 



1 . オーブン側に組み付けてあるコン□接続用フレキ管のナ 
ット部を岭ち向へ移動させてください。 


〇 


孰 


ナット 




. 挿入部を接続継手と平行に奥まで確実に挿入してください。 



3. 手じめでコン□接続用フレキ管のナットを回し、ナット 
のツ! (部と接続継手のツ/ (部び合うまでしめ込んでくだ 
さい。 



しめ込み方向 


.ナットと接続継手の両方のツバ部が固定金具のスリット 
穴に入るように固定金具をはめ込んでください。 

《固定金具はナットのゆるみを止めるもので固定金具のス U 
ット穴の中に接続継手とナツトツバ部び入っていることを 
確認して < ださい。 


スリット巧 ^鼎 (才ーブン側に同こん） 


接続継手ツバ部/ 




、ナツトツバ部 
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田ガス配管工事 

◎機器を設置する場所にガス检びない場合や、あってを適切でない（位置-□径）場合は、新設また 
は交換をしてください。 


◎ガス接続方法 


[ビルトインコン□単体で設置する場合] 標準配管接続例 


• ガス接続は金属管または金属巧とラ管を使用してくださし、。 
• ガス接続は Rcl /2 (PT メネジ）です。 


20已访ス取入口 


Rcl /2 ( PT メネジ） 


(350)\ 



1金属巧とラ管 


[ビルトインコン□とビルトインおガスオーブンをセットで設置する場合] 

• ガス接続、ガス配管工事は、オーブン側の r 工事説明書」を参照してください。 

すでにオーブンび設置されている場合は、]已ページのガス接続に従ってガス接続をしてください。 


◎接続-工事後のガス漏れ確認 

[機器のガス接続が完了している場合] 

•検圧口（コン□とオーブンをセツトで設置した場合は、才 
ーブンまたはコン□の検圧口）に圧力計を接続し、ガス栓 
を開いて一旦ガス圧を加えたあと、ガスをを閉じて圧力計 
の指示び下び日ないことを確認してください。 

[機器のガス接続がでをていない場合] 

•検圧口に接続したゴム管か日空気を吹さ込み、圧力び逃げ 
ないよラにゴム管を圧力計につなざ替えて、圧力計の指示 
び下び日ないことを確認してください。 


ゴム管 



[ガス漏れ確認終了後] 

•検圧ロネジは確実に取り付けてください。 

• ビルトインコン□側で検圧した場合は、必ず付属のアル S パッキンと取り替えてください。 


◎試運転 

• 取扱説明書の r 使いかた」に基づいて試運転を行ってください。 

※コンロイナーは鍋なし検知機能付のため、鍋がない状態では点义できません。 

水を入れた銅を置くか、温度センサーに300 gULh の荷重を加え、センサーを巧し下げてください。 

(点着义の際はま意してください） 

• レンジフードフアン連動機能を使用する場合は、レンジフードフアンびビルトインコン□の点火/消火 
と連動して動作すること、およびフード連動用 I 」モコンの「入」-「切」スイッチでレンジフードフアン 
び動作することを確認してください。 

• 試運転終了後、長期間使用しないとさはガスをを閉じ電池をあいておいてください。 


巧式舍社 A - の 
















































































